
講義の内容・方法および到達目標 

講義の内容・方法：「あなたにとって大切なものは何ですか？」と尋ねられ

た時、多くの人が答えるものの一つが「家族」です。この家族の関係について

の基本的なルールを理解することを本講義の目標にします。本講義では、家族

法の重要な制度を重点的に解説します。 

到達目標：家族法の重要な制度を理解し、基礎知識が修得できる。   

 

 

授業計画 

 第１回 家族法の意義と親族     第16回 相続法序論 

 第２回 婚姻の成立         第17回 相続回復請求権 

 第３回 婚約・結納・内縁      第18回 相続欠格 

 第４回 婚姻の一般的効果      第19回 相続人の廃除 

 第５回 婚姻の財産的効果      第20回 相続分 

 第６回 離婚の手続         第21回 特別受益 

 第７回 離婚の有責主義と破綻主義  第22回 寄与分 

 第８回 離婚の効果（財産分与）   第23回 遺産の範囲 

 第９回 離婚の効果（子をめぐる問題）第24回 遺産の分割方法 

 第10回 嫡出子           第25回 相続の承認 

 第11回 非嫡出子          第26回 相続の放棄 

 第12回 普通養子          第27回 遺言の方式 

 第13回 特別養子          第28回 遺贈 

 第14回 親権            第29回 遺言の無効・取消・撤回 

 第15回 扶養            第30回 遺留分 

 

 

教材・テキスト・参考文献等 

レジュメを配布します。 

テキスト：床谷文雄・神谷遊・稲垣朋子・且井佑佳・幡野弘樹『新プリメール民法５ 

家族法』（法律文化社） 

 

 

成績評価方法 

各回に行う小テスト６０％＋定期試験４０％で評価する。 

小テストは各回の授業の最後に行う。 

 

その他 

熱意を持って楽しく分かり易い授業をすることをモットーにしています。こ

の授業モットーに賛同し、授業を楽しく受講できる学生はぜひ履修してくださ

い。実りある講義になるようにお互い努力しましょうね。 

 

 

 

講義科目 

担   当 

：家族法 

：木村 義和 

 

単位数 

学習形態 

：４ 

：選択科目 


